
・育てたい子どもの姿と、県民と共に手を携えて、子どもたちにとって明るい未来ある社会を
つくりあげていこうという内容がよくあらわれている前文である。子どもたちへのメッセージの
前文も子どもたちにどのように生きていってほしいかを表すしっかりとしたメッセージとなって
いる。

金本委員

・大綱の前文において、意味合いを強調するために「社会で自立し、自らを積極的に社会で
役立てて生かしていこうとうする」とした方がいいのでは。同様に最後の部分は「全力で取り
組むことを千葉県は誓います。」と主語を明確にしたほうがよいのでは。

野口委員

・上記の野口委員の意見についてだが、教育委員会との連携やすべての大人たちと連携・
協力するという意味合いもあり、主語をぼかしている形になっていると思われる。

内藤教育長

・家族への「愛情」というだけではなく、感謝や尊敬の心が反映されているとなおいい。 野口委員

・人と人とのつながりの中で生きていくということを理解させることが大切。子どもの琴線に触
れることができるように、学校のみならず社会全体で取り組むことが大事。メッセージについ 上西委員
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「大綱」の素案について

項目２
豊かな人間性や道徳心

項目１
「大綱」及び子どもたちへの
メッセージの前文
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れることができるように、学校のみならず社会全体で取り組むことが大事。メッセージについ
ても子どもたちにどのように理解させるかを検討していくべき。

上西委員

・これからの社会を生き抜く上で大切な学力と姿勢について述べられており、共感。子どもの
学びのための教育環境づくりは大人の責務。

・子どもたちが創造的に生きていくということを踏まえて、表現力に追加して、創造力、問題解
決力に触れてはどうか。

・全国学力調査の調査結果を分析し、学ぶ意欲について言及のある「大綱」を踏まえて、子
どもたちの具体的な学びの姿を考えながら、指導方法の充実を図り、子どもたちの学習意
欲、学習能力を高める取組につなげていきたい。

内藤教育長

・「困難」とは何を指すのか議論することも重要。いじめ、人間関係づくりの難しさ等と考えて
いる。「手を差し伸べる仕組み」についても具体的な議論が必要だろう。

金本委員

・運動、食事、休養のバランスが崩れると、怪我や病気が起こってしまう。健康だからこそ、夢
の実現にも繋がっていく。

京谷委員

・心の健康のために、情緒的に安定していくことが必要。つまづいた時に「一休みする」ことも
大切。また、睡眠習慣の確立については大人の問題でもあり、具体策を考えていくべき。長
生きする時代において、壁にぶつかることも想定したライフプランの学習も進めたい。

佐藤委員

・海外留学、異文化交流などを通して、様々な国の文化に触れ、日本人としての誇りを感じる
場を作り出していくことが必要。

京谷委員

・自国の伝統・文化についてまず理解し、誇りを持った上で、他国の人々も同じ思いを持って

豊かな人間性や道徳心

項目３
確かな学力と夢や希望を
持って歩んでいく姿勢

項目４
健康・体力と困難や逆境を乗
り越えていく力

金本委員

項目５
郷土と国を愛する心、日本人

・自国の伝統・文化についてまず理解し、誇りを持った上で、他国の人々も同じ思いを持って
いることを認識し、相手への尊重の気持ちを根付かせていくことが重要。

上西委員

学習指導要領の表記に合わせて「諸外国」というように「諸」を追加するべき。 金本委員

項目６
愛情と熱意にあふれた教員
の育成

・教員に対する「尊敬」がないと、教育はただの伝達となる。信頼に加えて尊敬される教員の
育成について触れるべき。「保護者や地域から信頼され、尊敬される質の高い教員を育成
する」としてほしい。

野口委員

・家庭が地域から孤立したり、周囲に助けを求めていない場合もある。スクールソーシャル
ワーカー制度や関係機関の連携を充実させる施策への反映を望む。

佐藤委員

・子どもは１日の半分は家庭で生活している。家庭教育の充実も重要。家庭教育や子育につ
いて相談できる仕組みづくりを進め、子育て中の親を孤立させないようなサポート体制を充
実させるべき。学校と地域の連携となるＰＴＡを意識した取組も重要。

内藤教育長

・「特に、親の学びの機会の提供など」とあるが、「特に」とあると「特にその中で」という意味
合いが込められてしまうので表現を再検討してほしい。

金本委員

・メッセージの後文に「君たちを熱意を持って支えている先生方や、御家族、地域の方々」と
あるが、「君たちを熱意を持って支えてくださる先生方や御家族、地域の方々」とした方がよ
い。

野口委員

・基本方針６項目の配列について再度見直して検討してほしい。 野口委員

「大綱」の活用について

郷土と国を愛する心、日本人
としての誇りとグローバル化
への対応力

項目７
地域社会全体で子どもたち
を育成する体制づくり

その他

「大綱」の活用について

金本委員
・県民に広く周知を図りたい。学校、公共施設にポスターとしてはりだせるような形で送付する工夫をしたい。市町村も大綱
策定に取り組んでいる中、県の大綱が全ての大元となるという意識を県民にも持ってもらえるような周知の仕方を考えた
い。


